
領域 8 インフォーマルミーティング議事録 

2018 年９月 11 日 12:30-13:30 (B206 会場) 

書記: 品岡寛 （学生優秀発表賞部分 星野晋太郎） 

 

出席者 

領域代表（任期：２０１８年４月―２０１９年３月） 

吉村 一良 (京大理) 

領域副代表（任期：２０１８年４月―２０１９年３月） 

堀田貴嗣（首都大理） 

次期領域副代表（任期：２０１９年４月―２０２０年３月） 

藤 秀樹（神戸大） 

次々期領域副代表（任期：２０２０年４月―２０２１年３月） 

楠瀬 博明（明治大） 

運営委員 (任期: 2017/10 - 2018/9) 

    松岡英一 (神戸大理)， 下志万貴博 (理研 CEMS)，     星野晋太郎 (埼玉大)， 品

岡寛 (埼玉大) 

領域運営委員 (任期: 2018/4-2019/3) 

    深澤英人 (千葉大理)， 中島正道 (阪大理)， 矢島健 (東大物性研)     山川洋一 (名

大理)， 川崎郁斗 (日本原子力研究開発機構) 

次期領域運営委員 (任期: 2018/10-2019/9) 

    大川万里生 (東理大理), 辻直人 (理研)、越智正之 (阪大理)、志村恭通 (広島大先端

物質科学) 

[12:30 時点での参加者：３０名程度] 

議題 

1. 2018 年秋季大会の総括 

シンポジウムは１件 



→詳細な報告内容は添付のスライド参照 

2. 領域委員会 (2018 年 5 月)の報告 

若手奨励賞２名を推薦した。 

→その他の報告内容は添付のスライド参照 

3. 次期領域運営委員の紹介 (2018 年 10 月—2019 年 9 月) 

＜低温＞大川万里生 (東理大理)、辻直人 (理研) 

＜磁性＞ 越智正之 (阪大理)、志村恭通 (広大院先端物質) 

4. 次次期領域運営委員の推薦および承認 

＜低温＞ 谷口 晴香 氏（岩手大学理工学部、実験）、長谷川 巧 氏（広大院総合、実験）、 

出村 郷志 氏（日大理工、実験） 

＜磁性＞ 三本 啓輔 氏（富山県立大学、理論）、横山 淳 氏（茨城大学、実験） 

拍手をもって全員承認された。 

5. 学生優秀発表賞  

指摘された点を微修正することを前提に、決定規則および実施要領が可決。決定規則は、

10 月の理事会へ提出予定 

詳細は後ろのメモを参照 

6. 次期領域副代表  (藤先生 神戸大)、次次期領域副代表（楠瀬先生、明治大）の挨拶あ

り 

学生優秀発表賞に関する議論について 

申請書： 

 共同研究者の情報（所属など）も記述する。応募者の研究室スタッフの名前、職位、連

絡先も記述する。 

 申請書の容量を２枚にするか１枚にするか。 

１枚、審査が楽、内容も書けるはず。 

２枚、背景を含めてわかりやすくかける。 

１枚でまずやってみる、その後、変更の余地はある。 

１１ポイント以上のフォントを使うとの記述をする。 

 



選考委員会： 

領域代表、領域副代表、次期領域副代表を含む７名 

 

柔軟性を持たせるために残り４名は代表が指名できるとした方が良い。 

この４名は必ずしも運営委員である必要はない。 

審査結果に基づいて選考するのであり、審査はしない。 

等の意見が出たが、まずは４名は従来の案通りで進めてみる。 

 

審査員を座長に依頼すると、１件しか審査しないので、相対的な評価ができないという問題

がある。 

座長に審査員頼む際には考慮が必要だが、審査員を確保するという意味では頼みたいところ。 

現状、審査員は４人としている。 

３人を下限にすると、一人減っても座長に依頼せずとも対応可能。 

実施要領では４名程度と書いておけばＯＫ． 

実施手順書では人数を決める。審査員が１，２名になることは避ける。 

本審査４名であったが、３名でも良いのではないか。 

１名の審査員に３～４件くらい見ていただきたい。 

その他 

 春学会では１回しか発表できないので、完結した研究である必要がある。最新の研究成

果を発表できないのではないか。秋季大会にすればよいのではないかとの意見があった

が、年次大会での開催は領域８で既に決まっている。 

 申込数が少ない場合は、受賞者ゼロということもありうる。 

 本審査の結果はメールで報告するということが確認された。 





 


